第４章

計画の推進
（１）計画の推進
　
　　本計画の内容を実現するためには、男女共同参画社会形成に向けて全庁的に取り組むことはもちろん、事業者や関係団体との連携を図りながら、住民の理解と協力を得ることが重要です。
　　このため、住民の意見を幅広く取り入れながら男女共同参画社会形成に向けた施策を推進します。

（２）推進体制

　
　男女共同参画に関する施策の総合的な推進体制を更に充実させ、他機関等との連携強化を図り、積極的な事業展開を図ります。
①　庁内の推進体制強化
これまでの庁内の取り組みとして、女性職員の割合の増加や業務の割り振りを性別によって固定しないといった固定的な性別役割分担意識をなくすことに務めており、一定の成果が上がっています。しかしながら未だ女性管理職の割合が低い等の課題があります。役場が率先して男女共同参画を推進していくために、ワーク・ライフ・バランスの推進や育児休業を男女ともに取得しやすい環境の整備等、男女がともに働きやすい職場環境整備に向けた取り組みをしながら、職員一人一人が常に男女共同参画の理念を念頭に置いて各種施策を展開し、庁内での連携を図り、男女共同参画に関する施策の総合的かつ体系的な推進を図るとともに、本計画の推進及び進行管理を行います。
②　国や福島県との連携

　　　　これまでも本町の男女共同参画を促進するため、国や福島県が実施する男女共同参画に関する研修や有識者等の人材に関する情報提供等をしてきましたが、さらに連絡を密にし、各種施策の推進を図ります。
③　事業者・関係機関・各種団体等との連携
男女共同参画の推進に積極的な事業者も多い一方で、未だ職場や地域活動の場等において固定的な性別役割分担意識が根強く残り、地域における様々な課題解決に向けて男女共同参画の視点が十分に生かされていないことから、社会の構成員それぞれが相互に連携しながら男女共同参画に自主的に取り組み、実践の拡大を促進するため、町内の各界各層との連携・協力体制を一層充実します。
（３）進行管理

　　

本計画の進行管理は、総務課において行います。
また、本計画が実行性のあるものとするため、毎年度各種施策の進捗状況を把握し、その結果を５年ごとに公表し、より効果的な推進につながるよう課題等を明らかにし、住民の理解と協力を得ながら推進していきます。
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